
1/25号

毎 月 2 5 日 発 行

02.05.... 年頭所感
06......... 石垣ずいそう

インボイスセミナー
07.12.... 年賀広告
13......... 青年部だより
14.15.... 会員訪問
16......... 知っておきたい三条の会社・お店

1
2025

vol.865

本寺小路で過ごす
特別なひととき
伊藤 幸子氏
吉祥

三条商工会議所会報



2 3

年頭所感

　新年明けましておめでとうございます。
　2025年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上
げます。
　さて、昨年は国内外の情勢が大きく変化した
一年でした。国内では１月に能登半島地震が発
生し９月の奥能登豪雨で被害が拡大する痛まし
い災害に見舞われました。秋の衆議院選挙では
与党が過半数割れするという政治的な変動が起
こりましたし、経済では歴史的な円安や物価高
が続く中、日本銀行はマイナス金利の解除に踏
み切るなど金融政策も大きな転換がありまし
た。海外ではアメリカで４年ぶりに自国第一主
義を唱えるトランプ氏が次期大統領に就任する
ことになり、世界的にも大きな変化が訪れるこ
とが危惧されております。

地域社会の変容と活性化への貢献
　当地域の社会環境も変化しており、済生会新
潟県央基幹病院の開院と、それに伴い地元医師
会、医療機関との連携が強化され、安心して暮
らせる地域社会の実現が着実に進んできまし
た。長年の課題である地域の医師不足解消に向
け、今春には県立三条高校にメディカルコース
とイノベーションコースを擁する「理数科」が
新設されることとなりました。
　また、三条市立大学は昨年の新入学生により
４学年全ての学生が揃い、いよいよ今春には初

　女性や高齢者をはじめとする多様な人材の活
躍を目指すことは、持続可能な事業活動を展開
していく上で不可欠であります。一昨年発足し
た三条商工会議所女性会は、女性経営者同士の
交流や女性活躍の場づくりに寄与しておりま
す。日本商工会議所のビジネス情報誌「石垣」
には女性経営者の成功事例が多く掲載されてお
りますので、ぜひ参考にして頂き、より一層の
女性活躍を実現してもらいたいと思います。
　全国の地場産業においては廃業の増加や事業
承継が大きな問題となっております。当地域も
同様の問題を抱えておりますが、幸いにも事業
後継者や若手経営者で構成する三条商工会議所
青年部が活発に活動しており、全国的に高く評
価され地域のイメージアップにも貢献している
「燕三条工場の祭典」を、昨年は燕商工会議所青
年部と連携して運営されました。青年部の海外
展開活動にも大いに期待しており、これらの活
動が地域経済の活性化、ひいては廃業や事業承
継問題の解決に寄与することを願っております。
　円滑な事業承継を促進するために創設された
事業承継税制は、中小企業者にとって非常に便
利で有利な制度ですが、時限立法であり間もな
く期限を迎える制度です。日本商工会議所では
この税制を恒久化すべく政府に要望しており、三
条商工会議所としても地元国会議員を通じて強
く働きかけ、円滑な事業承継を支えて参ります。

「自己変革」する企業へ
　世の中の変化に合わせて生き残るためにも、
また賃上げの原資を生み出すためにも「自己変
革」が必要です。先代と同じ仕事を繰り返すの
ではなく、その会社の資産や社員の能力を活用
しながら新しい業態や販路、ビジネスモデルを
構築する企業内起業に取り組むべきと思いま
す。これまでも申し上げておりますが、現在活
躍している地元企業には事業の変革を繰り返
し、拡大、成長した企業が数多く存在していま

めての卒業生が誕生します。大学の特徴である
長期インターンシップに多くの会員企業の皆様
からご協力を頂いておりますことに改めて感謝
申し上げます。
　今後の卒業生の活躍と学生を受け入れた企業
が良い刺激を受け変革すること、優秀な教授陣
との交流など三条市立大学がもたらす波及効果
は計り知れません。引き続き地域の次世代を担
う人材を育てる高校や大学の存在が地場産業を
はじめとする地域社会に好循環をもたらすこと
に期待します。

企業経営を取り巻く諸課題と対応策
　円安や世界情勢の変化による原材料やエネル
ギー価格の高騰、労働力不足の慢性化、最低賃
金の上昇や賃上げへの対応など、私たち企業を
取り巻く環境は大変厳しい状況にあります。そ
のためにも、ICTやDXによる業務のデジタル
化を活用した生産性向上も更に進める必要があ
ります。三条商工会議所では、ICTやDXに関
する研修を行うと共に補助金活用等のご相談に
も対応しておりますのでぜひご活用ください。
　日本商工会議所が推進する「パートナーシッ
プ構築宣言」は、取引価格の適正化を図り中小
企業が取引先企業と持続可能な関係を構築する
ための重要な取り組みです。多くの企業の皆様
から是非ご参加頂きたいと思います。

す。逆に変化することなく現状維持に固執した
結果、淘汰されていった企業も少なくありませ
ん。三条市内の企業はチャレンジ精神が旺盛
で、広い販路を持ち、業種・業態も様々であ
り、大きな時代の変化に対して果敢に対応して
きた実例が身近に数多くあります。三条商工会
議所では今後も挑戦し弛まぬ努力を続ける企業
をこれからも全力で応援して参ります。
　本年４月には大阪・関西万博が開幕します。
「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとす
る20年ぶりの万博で、全国の商工会議所が一丸
となって機運を盛り上げていきます。会員企業の
皆様におかれましては、視察研修等を通じて万
博会場に足をお運び頂き、事業拡大や自己変革
に繋がる多くの示唆を得て頂ければと思います。

地域社会との協調と今後の展望
　これまで申し述べてきましたとおり、企業を
取り巻く課題は山積しておりますが、当地域に
は次世代を担う人材を育成する教育機関、そし
て活発に活動する若者、女性という希望の光も
存在しております。
　三条商工会議所ではこうした希望の光を応援
し続け、今年も「市民と感動を共有し、笑顔と
感謝で共に成長する」スローガンのもと、当地
の歴史や特徴を認識し、それを活かし互いに連
携を図りながら、令和７年も会員の皆様と共に
成長して参りたいと思います。皆様のご協力と
ご指導を引き続き宜しくお願い申し上げます。

三条商工会議所
会頭

兼古 耕一

大阪・関西万博会場パース
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　明けましておめでとうございます。
　2025年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上
げます。
　さて、昨年は内外ともに不透明かつ混迷の度
合いが深まった１年でした。世界ではロシアに
よるウクライナ侵略の長期化に加え、中東情勢
の悪化など、地政学的リスクが拡大しました。
また、経済面では米国経済が堅調さを維持する
一方で、中国経済の停滞が懸念される年になり
ました。加えて、昨年は主要国で選挙が相次ぎ、
米国では４年ぶりにトランプ氏が次期大統領に
就任する結果となり、保護主義や自国第一主義
の台頭に対する懸念が再び高まっています。
　国内に目を転じますと、１月の能登半島地震
や９月の奥能登豪雨といった痛ましい災害に見
舞われた１年でありました。また、秋の衆院選
では与党が30年ぶりに過半数を大きく下回り、
少数与党へ転じるなど政治的変動が生じる一方
で、経済では、歴史的円安や物価高が続く中、
設備投資は好調で日経平均株価も史上初の４万
円台を記録しました。日本銀行はマイナス金利
の解除に踏み切るなど、金融政策にも大きな転
換点が訪れました。特に昨年は「賃上げ」をテ
ーマとした１年でもあり、中小企業の賃上げ率
も３％台半ばに達するなど、物価と賃金の好循
環に向けた大きな一歩を踏み出した１年であっ
たと総括できます。企業の自助努力とともに、
官民を挙げた価格転嫁の取り組みが効果を示し

れわれ商工会議所は本年もこうした前向きな挑
戦を続ける中小企業を全力で支援してまいりま
す。また、労務費を含む価格転嫁対策のさらな
る推進やBtoCでは企業側の「値を上げる勇気」
も必要です。消費者にも「良いサービス、良い
モノには値が付く」という認識を持っていただ
き、国民全体のデフレマインドを払拭すること
も今年の大きなテーマでありますので、消費者
意識の改革とともに経済環境の改善を目指して
いきたいと思います。
　また、成長の両輪のもう一つは「地方創生」
です。地方の発展なくして日本の再生はありま
せん。政府、地方自治体、民間が三位一体とな
り、地域への人材・投資の呼び込みや「稼ぐ産
業」の育成、インフラ整備などを通じて地域の
経済循環を強化し、地域の強みと潜在力、いわ
ゆる「地域力」を引き上げるべく全力を傾ける
年にしなくてはなりません。地域の経済インフ
ラを担う中小企業および小規模事業者の強化
は、地方創生の取り組みとも表裏一体です。政
府・地方自治体には両者を成長の両輪と位置づ
け、地域ごとの特性を踏まえた成長戦略の策定
と実行を強く求めたいと思いますし、われわれ
全国515の商工会議所も地域経済の再生・活性
化の先導役として、さらに活動を強化できる１

た結果であり
ますが、賃上
げを行った中
小企業の約６
割が収益改善
を伴わない中
で、人手確保
のための防衛
的賃上げを迫られたことも事実です。賃上げの
モメンタムをいかに持続可能な形に転換するか
が、停滞から成長のステージに向けた今年の大
きな課題となります。

成長の両輪は中小企業の強化と地方創生
　日本は経済立国であり、経済成長なくして将
来はありません。デフレ脱却を確実にし、成長
型経済への転換を進めるためには、GDPの６
割を占める個人消費の拡大が不可欠です。その
実現は、全企業数の99.7％、就業人口の約７
割、地方部では約９割を担う中小企業・小規模
事業者の生産性向上と持続的な賃上げにかかっ
ているといっても過言ではありません。成長の
両輪の一つは中小企業であり、そのデジタル
化、省力化投資を含めた設備投資、技術革新、
知的財産の活用・保護といった生産性向上への
不断の努力と自己変革によって付加価値を高
め、賃上げ原資を生み出す必要があります。わ

年にしなくてはなりません。

大阪・関西万博の成功を大きな成長の弾みに
　本年４月には大阪・関西万博が開幕いたしま
す。停滞から成長への転換点にあるタイミング
での開催は、象徴的かつ歓迎すべきことであり
ます。「いのち輝く未来社会のデザイン」をテ
ーマとする20年ぶりの万博開催が、新たな未
来をつくる起爆剤となるよう、全国の商工会議
所一丸となって盛り上げてまいりましょう。わ
が国全体の未来に向けて成長に弾みのつく万博
となることを切に願い、皆さまの一層のご支援
とご協力を心からお願い申し上げて年頭のご挨
拶とさせていただきます。

日本商工会議所
会頭

小林 健

年頭所感
‐新たな成長への飛躍の年に‐

三条商工会議所

会費調査へご協力を
　三条商工会議所では３年毎に、１月１日現在の会員事業所の資本金額、従業員数に関す
る調査を行い、調査結果に基づいて各会員事業所の会費額を算定しております。12月下
旬に送付いたしました調査票へのご記入、ご提出をお願いいたします。ご回答のない場合、
変更のないものとして会費算定させていただきます。
　なお、算定後の会費額については本年３月頃、改めてご案内いたします。
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「再生可能エネルギー
　　維持の草刈り」

金武株式会社 代表取締役
三条商工会議所副会頭

金子 太一郎

　今、注目されている再生可能エネルギーは、
全電力の電源構成比で22.9％（2023年）に拡
大しています。国はそれを、2030年目標で36
％から38％に増やす計画を立てています。今
後の動向が気になります。
　弊社は、現在６か所の太陽発電所を稼働させ
ており、再生可能エネルギーに貢献しておりま
す。太陽光発電は、いろいろとメンテナンスが
かかります。また、自然災害や盗難といったリス
クもあります。監視カメラを設置してパソコンか
ら監視したり、発電量を日々管理しています。
　特に野立て（地面に設置）の太陽光発電所
は、草が生えてきて定期的に草刈りをしなけれ
ばなりません。草が成長すると、太陽光パネル
にかかり発電を妨げます。
　一部、業者にもお願いしていますが、私自身

も草刈りをしています。今ま
で、庭の草刈り程度しかして
きませんでしたが、400坪～
600坪位の敷地を草刈りする
ようになりました。
　肩に掛ける刈払い機では、間に合わないので、
50万円ほどの草刈り機を購入しました。
　発電所は、福島県、栃木県、静岡県と遠方にも
あるので、車に道具を詰め込んで現地に行き、１
泊２日の草刈りツアーを楽しんでおります。
　世間では年を取ると、野良仕事をしたり、野菜
作りに励む方が増えますが、私の場合は電気を育
てるといった感じで、草刈りを楽しんでおりま
す。汗をかいて現地の料理を堪能することで、日
頃の疲れを癒しております。この草刈りも電力買
取期間の20年間は、続けたいです。

謹 賀 新 年 令和７年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）
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フリーランス・事業者間取引適正化法合わせて学ぶ

インボイスセミナー
　昨年11月にスタートした「フリーラン
ス・事業者間取引適正化法」や、開始から
1年が経過したインボイス制度（適格請求
書保存方式）について改めて学ぶセミナー
が12月2日、当所で開催された。当所主催、
三条間税会との共催で17人が参加した。
　講師のいずみ税理士法人、髙橋弘之税理
士は制度開始後も増え続けているインボイス
制度に関する国税庁のQ&Aや経験則などか
ら、「インボイスに間違いを見つけたら、自
分で訂正せず、発行者から正しいインボイ
スを発行してもらってほしい」、「インボイス
登録事業者がインボイスを発行してくれな
い。紙でほしいのにネットでしか対応しない。
いずれも消費税法違反などと説明した。
　フリーランス・事業者間取引適正化法
は、フリーランスとして働く人たちと企業
などの発注者との取引適正化、フリーラン
スの就業環境の整備が目的で、従業員を使

用する事業者がフリーラ
ンスに業務委託する事業
者間取引（ＢtoＢ）が対
象で、個人を含む不特定
多数への販売、個人からの委託は対象外。
委託する事業者は「書面による取引条件の
明示」、「報酬支払期日の設定・期日内の支
払」などが義務付けられている。
　髙橋税理士はフリーランスの定義について
「会社を経営していても従業員を使っていない
人はフリーランスの扱いで、アルバイトなど
週20時間以下の雇用はフリーランス」と説明。
いわゆる1人親方、内職などもフリーランスと
なる。髙橋税理士は11月から
書面による取引条件の明示が
義務付けられたことから、内閣
官房や公正取引委員会などが
示すガイドラインを参考に対策
を講じるよう呼び掛けていた。

フリーランス法
特設サイト
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謹 賀 新 年 令和７年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

参
　
与	

北
陸
ガ
ス
㈱
長
岡
支
社
　
支
社
長

ず
っ
と
近
く
で
、に
い
が
た
を
想
う
。

吉
津
由
貴

謹 賀 新 年 令和７年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

参
　
与

マ
ル
ソ
ー
㈱
　
代
表
取
締
役
会
長

心
堅
石
穿

渡
邉
喜
彦

参
　
与

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
新
潟
県
央
営
業
所
　
所
長

平
常
心
是
道

光
野
和
宏

年
賀
広
告

年
賀
広
告

参
　
与

㈱
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
　
会
長

感
動
を
創
造
す
る

柄
沢
憲
司

参
　
与

　
㈱
坂
謙
　
代
表
取
締
役
会
長

坂
井
範
夫

参
　
与

パ
ー
ル
金
属
㈱
　
代
表
取
締
役
会
長

ロ
マ
ン
を
持
て　

世
界
と
語
れ

髙
波
久
雄

常
議
員

㈱
ナ
ガ
オ
ケ
　
代
表
取
締
役

永

桶

俊
一

常
議
員

㈱
外
山
組
　
専
務
取
締
役

外
山
　

豊

常
議
員

㈱
長
谷
川
興
産
　
会
長

人
を
愛
し
、職
を
愛
し 長

谷
川　
　

武

常
議
員

角
利
産
業
㈱
　
代
表
取
締
役

道
具
を
通
し
て
豊
か
な
人
生
を
提
案
す
る

加
藤
將
利

常
議
員

㈱
髙
儀
　
代
表
取
締
役
社
長

道
具
で
世
界
に
笑
顔
を 髙

橋
竜
也

常
議
員

料
亭
二
洲
楼
　
代
表
取
締
役
社
長

石
橋
昭
尚

常
議
員

㈱
三
条
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
　
代
表
取
締
役
社
長

継
続
こ
そ
力
な
り

石
川
友
意

参
　
与

㈱
ハ
イ
サ
ー
ブ
ウ
エ
ノ
　
会
長

顧
客
第
一
主
義

小
越
憲
泰

参
　
与

㈱
三
條
機
械
製
作
所
　
代
表
取
締
役
社
長

健
康
と
信
用

新
田
　

誠

参
　
与

東
北
電
力
㈱ 

新
潟
県
央
営
業
所
　
所
長

よ
り
、そ
う
、ち
か
ら
。 横

田
和
宏

参
　
与

㈱
野
崎
プ
レ
ス
　
取
締
役
会
長

仁
智
誠
愛

野
崎
勝
康

㈲
熊
倉
建
設
設
計
事
務
所
　
代
表
取
締
役

感
謝

常
議
員

安
達
俊
明

常
議
員

㈱
マ
ル
ト
長
谷
川
工
作
所

　
代
表
取
締
役
社
長

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｏ 長

谷
川　

直
哉

常
議
員

北
陸
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

お
客
様・社
員・株
主・社
会
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

四
つ
の
お
役
立
ち

加
藤
伸
夫

参
　
与

㈲
ミ
ノ
ワ
　
代
表
取
締
役

七
転
び
八
起

箕
輪
勲
男

参
　
与

　
大
久
保
秀
男
税
理
士
事
務
所
　
所
長

努
力

大
久
保　

秀
男

参
　
与

㈱
コ
メ
リ
　
代
表
取
締
役
社
長

日
々
新
た
な
り

捧　

雄
一
郎

参
　
与

㈱
全
研
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
　
取
締
役
会
長

誠
実
と
努
力

佐
藤
弘
志

参
　
与

㈱
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
　
取
締
役
会
長

落
合
益
夫

参
　
与

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
三
条
支
店
　
支
店
長

飯
田
　

亨

参
　
与

㈱
ト
キ
ワ
印
刷
　
会
長

切
磋
琢
磨

早
川
瀧
雄

常
議
員

㈱
梨
本
商
店
　
代
表
取
締
役
社
長

も
の
づ
く
り
の
お
手
伝
い

梨
本
次
郎

有
言
実
行

㈱
野
崎
製
作
所
　
代
表
取
締
役
社
長

常
議
員

野
崎　

喜
一
郎

常
議
員

富
士
電
材
㈱
　
代
表
取
締
役

一
言
芳
恩

吉
井
直
樹

常
議
員

㈱
オ
ー
シ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム 

　
取
締
役
会
長

一
意
専
心

樋
口
　

勤

常
議
員

㈱
み
ず
の
　
代
表
取
締
役

不
易
流
行

水

野
一
郎

常
議
員

税
理
士
法
人
P
i
e
r
T
a
x

代
表
社
員 

石
月
良
典

常
議
員

関
根
税
務
会
計
事
務
所
　
所
長
・
税
理
士

関

根

龍
一

常
議
員

㈱
カ
エ
リ
ヤ
マ
　
代
表
取
締
役
社
長

一日一
生

歸
山
　

肇

常
議
員

川
﨑
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

川
﨑
雄
輔

シ
ン
ワ
測
定
㈱
　
代
表
取
締
役

常
議
員

渡
辺
　

徹

常
議
員

㈱
マ
ル
ヨ
ネ
　
代
表
取
締
役

田
代　

徳
太
郎

常
議
員

三
条
信
用
金
庫
　
理
事
長

四
季
の
心

白
倉 

徳
幸

常
議
員

㈱
第
四
北
越
銀
行 

三
条
支
店
　
執
行
役
員
支
店
長

中
村
友
昭
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謹 賀 新 年 令和７年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同） 謹 賀 新 年 令和７年　正月

三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

年
賀
広
告

年
賀
広
告

議
員

㈲
鈴
文　

代
表
取
締
役

法
人
化
50
周
年　

雪
国
を
幸ゆき
国ぐに
に
変
え
る
。

鈴

木
　

一

議
員

㈱
ス
リ
ー
ピ
ー
ク
ス
技
研　

代
表
取
締
役

実
事
求
是

小

山

公
一

議
員

㈱
越
路
鐵
工
所　

代
表
取
締
役

田
澤
宏
明

議
員

㈲
齊
藤
造
園　

代
表
取
締
役

目
く
ば
り・気
く
ば
り・心
く
ば
り

齊
藤
眞
澄

議
員

㈱
三
条
金
子
建
設　

代
表
取
締
役

谷
川
和
夫

議
員

三
条
サ
ッ
シ
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

船
越
良
則

議
員

㈱
中
條
金
物　

代
表
取
締
役
社
長

一
所
懸
命　
一
言
芳
恩 中

條
克
俊

常
議
員	

㈱
サ
ン
ユ
ー
印
刷　

代
表
取
締
役
会
長

玉　

木　
　

敏

常
議
員

㈱
西
山
カ
ー
ト
ン　

代
表
取
締
役

一
隅
を
照
ら
す　
こ
れ
国
の
宝
な
り

西
山

徳

芳

議
員

加
藤
商
事
㈱　

代
表
取
締
役

ス
ピ
ー
ド
と
迫
力

加

藤
一
芳

議
員

日
野
浦
刃
物
工
房　

代
表

ノ
ー
ア
タ
ッ
ク・ノ
ー
チ
ャ
ン
ス

日
野
浦　
　

司

議
員日

本
料
理 

小
山
屋

健
康　

家
族　

ご
縁 小

山
武
則

議
員

㈱
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク　

代
表
取
締
役
社
長

柄
沢
利
文

議
員

㈲
ピ
ュ
ア
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ　

代
表
取
締
役

い
つ
も
心
の
片
隅
に 石

山
早
苗

議
員

㈲
ス
ズ
ト
ー　

釜
焼
鳥
本
舗
お
や
ひ
な
や

笑
門
来
福

鈴　

木　
　

直

議
員

㈱
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム　

代
表
取
締
役

落
合
峰
夫

議
員

㈱
帰
山
鍍
金
工
業　

代
表
取
締
役
社
長

誠
実
と
努
力

帰
山
隆
司

議
員

共
和
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

熊
谷
勇
介

議
員

㈱
齋
鐵　

代
表
取
締
役
社
長

誠
実
と
和

齋
藤　

孝
之
輔

議
員

㈱
サ
カ
タ
製
作
所　

代
表
取
締
役
社
長

会
社
は
公
器
で
あ
る 坂

田
　

匠

議
員

㈱
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ　

代
表
取
締
役

人
と
と
も
に
、地
と
と
も
に
。

神
子
島　

岩
男

議
員

㈱
坂
源　

代
表
取
締
役
社
長

行
動
な
く
し
て
成
果
な
し

坂
井
信
行

常
議
員

相
場
商
事
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

相
場
亮
嗣

常
議
員

㈱
外
山
精
一
商
店　

代
表
取
締
役

外
山
浩
玲

議
員

三
恵
㈱　

代
表
取
締
役

外
山
博
康

議
員

中
越
交
通
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

川
本
高
志

議
員

中
越
印
刷
㈱　

代
表
取
締
役

田
中
範
之

議
員

五
十
嵐
刃
物
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

み
ど
り
と
と
も
に

五
十
嵐　

孫
六

議
員

ヤ
ナ
ド
リ
鋼
鉄
㈱　

代
表
取
締
役

想
像
を
創
造
す
る

柳
取
崇
之

議
員

㈱
栗
山
庄
之
助
商
店　

取
締
役
社
長

信
用・誠
実・感
謝・健
康・笑
顔

栗
山
正
男

議
員

た
か
ら
や
フ
ル
ー
ツ
本
店　

社
長

苦
あ
れ
ば
楽
あ
り

金
子
栄
利

議
員中

山
鉄
工
所　

代
表

中　

山　
　

隆

議
員

㈱
ナ
ガ
オ
カ
・
リ
コ
ー　

代
表
取
締
役

長
岡
信
治

議
員

㈱
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ　

代
表
取
締
役

子
供
達
の
未
来
を
応
援 山

田
拓
也

議
員

㈱
ア
イ
サ
ポ
ー
ト　

代
表
取
締
役

木
村
　

譲

議
員

㈱
田
中
衡
機
工
業
所　

代
表
取
締
役
社
長

田
中
康
之

議
員

㈱
髙
又
製
作
所　

代
表
取
締
役
社
長

感
謝　

謙
虚　

忠
恕 髙

橋
暢
雄

議
員

ト
ッ
プ
工
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

和
衷
協
力

石
井
真
人

議
員

㈱
全
研
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス　

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤
典
保

議
員

　

江
戸
川
産
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

新
保
智
也
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青年部だより

カラテカ入江と語る！ 起業・新事業アイディア創出セミナー

　当所青年部は
12月10日、 三
条文化会館に清
掃会社（株）ピカ
ピカの代表入江
慎也氏を講師に
迎えた講演会「カ
ラテカ入江と語
る！起業・新事
業アイディア創出セミナー」を開き、約250人
が参集した。
　入江氏はお笑いコンビ「カラテカ」として芸
能界で活躍していたが、いわゆる闇営業問題に
より芸能界を離れ（株）ピカピカを創業。現在で
は全国30店舗のフランチャイズを持つに至っ
ている。
　講演会は２部構成で、第１部では入江氏が芸
人として人気絶頂から絶望、再起しての創業、
今後の展望を話した。第２部では入江氏、小野
塚雄也当所青年部会長、熊倉正人燕商工会議所
青年部会長の３人がクロストークを行い、燕三
条地域のイメージアップや（株）ピカピカとのコ
ラボレーションにまで話は及んだ。

清掃業は無くならない
　入江氏は芸能界から離れ、清掃業開業に至っ
た経緯を「どんなにAIが発達しても清掃の仕事
は無くならない。無くならない仕事をしようと
考えたこと」、相方の矢部太郎氏に「地に足の
着いた仕事を薦められたこと」、「（芸能界を去
った後も）仕事で結果を残したら認めてくれる
人がいるのではないかと考えたこと」を挙げた。

人脈で失敗し、人脈に救われた
　芸人としては
先輩芸人に顔を
覚えてもらうこ
と、清掃業にお
いては独立創業
や 全 国50店 舗
のフランチャイ
ズなど、「常に目標設定を持ち、とにかく動く」
を 信 条 とし て き た と 入 江 氏。ま た、独 自 の

「WBC理論」と題して「笑って明るく（W）」、
「ビックリする。リアクションする（B）」、「人と
会う前には相手の情報をチェックをする（Ⅽ）」
を披露。友人や同僚、上司の誕生日を覚えて年
に一回は必ず連絡することなど、「人脈で失敗
し、人脈に救われた」という人生の哲学とも言
えるような講演会だった。
　クロストークでは「清掃業をやりたいと思っ
てもらえるような仕事に」と入江氏。ものづく
りのまちとして知られる燕三条地域と縁ができ
たことから、清掃道具の開発などで強いつなが
りがもてたらと話していた。

謹 賀 新 年 令和７年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

年
賀
広
告

議
員

　

㈱
Ｋ
・い
し
か
わ　

代
表
取
締
役

人
生
あ
く
ま
で
精
進
な
り

石

川
一
昭

議
員

㈱
熊
倉
建
築
事
務
所　

代
表
取
締
役

熊
倉
高
志

議
員割

烹
魚
も
と　

代
表

温
か
い
明
か
り　

友
情 元

川
由
郎

議
員

新
潟
精
機
㈱　

代
表
取
締
役

五
十
嵐　

利
行

議
員

㈱
野
水
機
械
製
作
所　

代
表
取
締
役

今
日
を
磨
き
、磨
か
れ
て
明
日
へ

清
野
恵
介

一般財団法人新潟県社会保険協会からのご案内（参加費不要）

　「社会保険事務講習会」を下記のとおり開催します。社会保険における従業員の退職や採用に伴う手続きや
育児休業中の保険料免除のポイント、雇用保険における退職時の離職証明書の書き方などについて分かりやす
く説明します。県内７会場で開催しますが、三条会場及び近隣の会場をお知らせしますので、是非ご参加くだ
さい。
　申込方法等、詳しくは一般財団法人新潟県社会保険協会（TEL 025-240-5337）までお問い合せ下さい。

講習内容
○従業員の退職・採用に伴う手続き等について
○育児休業中の保険料免除について
　・講師／日本年金機構年金事務所職員
○雇用保険適用事業所の事務手続きについて（電子申請、資格喪失届（離職証明書の書き方））
　・講師／公共職業安定所職員
　＊開催時間／各会場とも午後１時30分から午後４時まで （予定）

開催日 会　場 定　員
２月13日（木） 燕三条地場産業振興センターリサーチコア（研修室④） 48名
２月14日（金） 新潟ユニゾンプラザ（中研修室） 80名
２月19日（水） まちなかキャンパス長岡（301会議室） 56名

作業用工具・医美容品製造販売

食の安全と
　健康を提供する

〠955-0033 三条市西大崎二丁目20番15号
TEL（0256）38-3389代表  FAX（0256）38-6749

協同組合 三条給食センター
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　吉祥として昭栄通りに店を構えて
19年、前身の店舗「スペル」から
数えると創業21年となる。天井が
高く開放的な雰囲気と高級感を併せ
持つ店内にはゆったりとした時間が
流れている。同じ空間にいてもお客
様同士のプライバシーを確保できる
よう、カウンター席とボックス席で
視線が合わないような着座位置をは
じめ、目に見えない部分まできめ細
かな配慮が強み。接待や出張など本
寺小路を訪れる団体客が交歓の場と

して楽しむことも、一人で気楽に飲
みたいという人にも対応できる懐の
深さがあり、開店以来の常連も多い。
　2018年には燕市井土巻３にB

ボ ト ル

OTTLE  
B

バ ー

AR S
シ ュ リ

RI、2024年には東京都中央
区にGINZA吉祥を出店。業態や立
地は異なっても、お客様に素敵な時
間を過ごしてもらいたいという想い
は共通だ。
　吉祥で働いて16年目のチーママ、
伊東幸子氏は、GINZA吉祥の開店
を契機に本寺小路の吉祥を任される

ようになった。
　「まさか店を任されるとは思っていませんで
したが、実際お店を切り盛りするようになって
からは、吉祥を代表しているという意識が強く
なりました」と話す。幅広い客層を取り込もう
とHPやSNSを使った発信も行い、新たな客層
を獲得している。お店が20周年を迎える2026
年に向け、さらなるサービスの向上、より来店
しやすい雰囲気づくりにも取り組む。
　

人生の転機
　伊東氏は、三条イーストライオンズクラブや
三条商工会議所青年部にも所属し、奉仕活動や
地域の魅力発信にも取り組んでおり、「それぞ
れの活動や企画を通じた経験はもちろんです
が、ライオンズや青年部に所属しなければ出会
えなかったはずの人たちとの出会いは人生の財
産ですね」と言う。ライオンズクラブでは今年
度、神明宮の除草、市役所通りの清掃活動、青
年部では「ため池の水全部抜いてみた大作戦！
with 三条YEG」に参加した。
　吉祥のチーママとして伊東氏は「お客様に、
今まで以上に満足していただけるよう努力を続
けること。皆さんに愛されるキャラクター、愛
されるお店あり続けること」を目標とする。
　「思い返せば働き始めた当初から、お客様に
恵まれていましたし、ライオンズでも青年部で

も人に恵まれています。
吉祥で働いていなけれ
ば、こういった出会いも
なかったと考えると、吉
祥は私の人生の転機で
す」と伊東氏。愛着と誇
りを持って今日も店を切
り盛りし、お客様をもて
なす。

吉祥
三条市本町2丁目5-7
TEL：0256-34-7772
営業時間 19:00〜24:00　
日曜定休
HP：https://bb-sri.jp/kissyou/
Instagram： 
https://www.instagram.com/kissyou2006/

本寺小路で過ごす特別なひととき

伊東氏

吉
祥

〒955-0096 新潟県三条市井戸場568-4
TEL：0256-33-5000 FAX：0256-33-5005

URL：www.okaq.co.jp

各種塗料調色・販売
塗装機械販売・設備施工
工業薬品・資材販売

岡久株式
会社

設設
備備

技技
術術

塗塗
料料

提提
案案

協協
力力

33

伊
東 

幸
子
氏



サポート終了のPC入替に迅速対応
　地域に根差したフットワークの軽さで、
PC・OA機器・家具備品の販売設置からアフ
ターフォローまで、オフィス廻り全般を取り
扱う。今年10月にPCのWindows10サポート
が終了する。全国的に品薄・価格高騰が予
測される中、豊富な品揃えで入替対応。まだ
準備がお済みでない方は相談してみては。

社名 近藤與助工業（株）　
住所 新潟市南区茨曽根2611番地　
担当窓口／ TEL 025-375-3331　 FAX 025-375-5028

※会員事業所の情報を無料掲載します。御希望の方はTEL32-1311へお知らせください。

- D A T A -

地域に支持され、愛されている
会員事業所を紹介。

知っておきたい 

三条三条のの会社・お店会社・お店

三条商工会議所会報 第865号 令和７年1月25日 

今 月 の 写 真

発行所:三条商工会議所（三条市須頃1-20）
TEL.（0256）32-1311 / FAX.（0256）32-1310 / E-mail info@sanjo-cci.or.jp / https://www.sanjo-cci.or.jp /

※「法律相談」「事業承継相談」「知的財産権相談」「Ｍ＆Ａ相談」は開催日７日前迄に予約が無い場合は中止となります。
　（予約締切日が燕三条産業カレンダー休日の場合は、その前日迄にご予約ください。）

三条商工会議所専門家相談日
秘密を厳守しておりますのでお気軽にご相談ください!

まずはお電話にてお申し込みください。
TEL 0256-32-1311

7（金） 19（水） 10（月） 27（木）
12（水）

19（水）
随時お受けしております 随時お受けしております随時お受けしております

ご相談
無料

税理士による
税務・消費税
対策相談

弁護士による
法律相談

M＆A相談
社労士による労務相談

行政書士による行政書士相談

知的財産権相談

貿易相談
BCP相談

日本政策金融公庫による
資金繰り相談

事業承継
相談

相談時間:10:00～12:00 ※一部時間が異なります。
会　　場：三条商工会議所３Ｆ相談室
（資金繰り相談のみ2F日本政策金融公庫三条支店）2月

※13：00～16：00 と

令和7年

戊辰戦役の地

栗山浩三
（写友わらじ）


